
圏央道
早期着工を求め決議 反

対
　

地
方
自
治
の
目
標
で
あ
る
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
町
長
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
あ
っ
た
の
か
。

　

今
、
住
民
の
暮
ら
し
は
、
パ
ー
ト
な
ど
の
働
く
日

数
が
減
り
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
や
買
い
控
え
な
ど

の
社
会
的
要
因
で
景
気
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
使

え
る
お
金
が
減
少
し
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い�

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
は
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い

て
、
町
税
や
国
保
税
で
は
滞
納
額
が
慢
性
化
し
、

あ
わ
せ
て
5
億
円
余
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
や
後
期
高
齢
者
保
険
料
、
学
校
給
食
に

ま
で
滞
納
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
町
長
は
、
徴
税

強
化
に
よ
っ
て
対
処
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
滞

納
者
は
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
状
況
に
あ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
が
さ
れ
た
中
で
、
肩
身
の

狭
い
思
い
で
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
滞
納
者
と
の
関
係
を

　

賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
役
場
庁
舎
の

空
調
設
備
改
修
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
省

エ
ネ
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
拡
充
と
空
港
ア
ク
セ
ス
の
向
上
の
た

め
、
道
の
駅
と
成
田
空
港
間
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
運
行
が
昨
年
９
月
か
ら
始
ま
り
利
用
実
績
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
対

策
は
、
共
同
受
信
組
合
が
設
置
さ
れ
ア
ン
テ
ナ
改
修

工
事
が
終
了
、地
デ
ジ
放
送
が
視
聴
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

空
港
の
経
済
的
効
果
を
町
の
東
側
に
波
及
さ
せ
る

東
西
道
路
構
想
の
町
道
飯
笹
・
西
古
内
線
改
良
事
業

は
、
３
工
区
で
工
事
が
実
施
さ
れ
工
程
通
り
進
捗
し

て
い
ま
す
。
都
市
計
画
道
路
の
大
谷
・
九
蔵
線
は
供

用
を
開
始
し
、
地
権
者
並
び
に
関
係
各
位
の
協
力
に

よ
り
３
基
の
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
振
興
対
策
は
暗
渠
排
水
灌か

ん

漑が
い

排
水
を
対
象
と

　９月定例会において、土井秀敏議員ほか４名より「圏
央道（大栄・横芝間）の早期着工等に関する決議」が提
出され、全会一致で可決されました。
　これは、６月に行われた芝山町議会・多古町議会連絡
協議会総会で、圏央道の早期着工等を推進するために各
議会が足並みをそろえて決議していくことで申し合わ
せ、両町が９月議会に提案したものです。

　決議全文を掲載します。

圏央道（大栄・横芝間）の
早期着工等に関する決議

　圏央道（首都圏中央連絡自動車道）は、首都圏
の広域的な幹線道路網を形成する首都圏３環状道
路の一つであり、首都圏の道路交通の円滑化をは
じめ、災害時等の緊急輸送路の確保や沿線の地域
づくりの活性化等の役割や機能を担う高規格高速
道路として、一日も早い完成が待望されている。
　もとより、日本の動脈として、その役割と機能
をより効果的なものとするためには、総延長約
３００ｋｍが全線開通し、全線つながることが何
より肝要である。しかしながら、千葉県内におい
ては、大栄・横芝間のみ未着工であり、その役割
と機能を十分に活かすに至らず、支障をきたして
いる。
　よって、高速道路交通の円滑化を強力に推進し、
特に、圏央道未着工区間の沿線となる、成田国際
空港とその周辺地域の企業立地・市場拡大・生産
活動等のポテンシャルを最大限に活かすため、生
産、生活環境等に十分配慮し、国において、開通
目標を明示し、圏央道（大栄・横芝間）の早期着
工、早期完成を図られるよう強く要望するもので
ある。

　以上、決議する。

　　　平成 23年 9月 16日

　　　　　　　　　　　　　　千葉県多古町議会

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
案
は
、
私
を
含
む
当
時
の

議
員
多
数
が
反
対
し
、
多
古
町
議
会
有
史
以
来
初
め

て
、
否
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
が
ど
う
し
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
は
、
滞
在
型
市
民
農
園
の
建
設
で
あ
り
、
町
民
の

皆
様
の
貴
重
な
お
金
を
使
っ
て
、
町
外
、
と
り
わ
け

都
市
部
の
わ
ず
か
20
名
程
度
の
た
め
に
つ
く
る
宿
泊

滞
在
施
設
を
、
極
め
て
低
価
で
賃
貸
す
る
内
容
で
、

多
古
町
民
に
は
、
ほ
ぼ
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
も
た
ら
さ

な
い
で
あ
ろ
う
施
設
に
、
な
ぜ
莫
大
な
資
金
を
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
こ
の
愚
策
に
対
し
て
反

対
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
行
動
と
結
果
は
、
菅
澤
町
長
ご
自
身
も

５
月
の
臨
時
議
会
で
『
地
方
自
治
制
度
の
根
幹
で
あ

る
二
元
代
表
制
の
も
と
、
首
長
と
議
会
と
の
均
衡
と

抑
制
の
と
れ
た
関
係
』
と
述
べ
て
お
り
ま
し
た
が
、

転
換
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
住
民
に
払
え
な
い

ほ
ど
の
税
金
を
賦
課
し
て
、
払
わ
な
い
人
が
悪
い

と
し
て
き
ま
し
た
が
、
払
え
な
い
人
の
事
情
を
聞

い
て
救
済
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
の
財

源
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
町
の
借
金
は
約
30
億
円

あ
り
ま
す
が
、
基
金
も
同
額
持
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
使
途
が
示
さ
れ
な

い
ま
ま
積
み
増
し
を
し
て
い
る
道
路
基
金
が

2
億
３
０
０
０
万
円
あ
り
ま
す
が
、
景
気
対
策
、

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
使
う
べ
き
で
す
。

　

町
長
の
議
会
形
骸
化
の
行
為
は
改
め
、
議
会
を

尊
重
し
、
自
治
法
を
守
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
部
局
の
要
求
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
営
な
ど
で
、
財
政
を
理
由
に
抑
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

以
上
、
反
対
の
理
由
と
し
、
議
案
第
8
号
、
9
号
、

10
号
、
13
号
、
14
号
に
は
反
対
し
ま
す
。

し
た
小
規
模
土
地
改
良
事
業
に
対
す
る
助
成
が
行
わ

れ
、
農
業
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
は
、
医
療
費
の
助
成
を
行

い
中
学
３
年
生
ま
で
対
象
を
拡
充
し
ま
し
た
。
教
育

施
設
の
安
全
対
策
と
し
て
、
中
村
小
学
校
、
町
民
牛

尾
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
し
、
安
全
が
確

保
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
居
老
人
や
高
齢
者
世
帯
の
安
全
確
保
の
た
め
、

火
災
警
報
器
設
置
に
助
成
を
行
い
普
及
促
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

予
定
さ
れ
た
各
種
事
業
に
つ
い
て
も
概
ね
計
画
的

に
事
業
が
実
施
さ
れ
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
実
質
公
債
費
比

率
、
将
来
負
担
比
率
と
も
問
題
な
い
も
の
と
判
断
で

き
ま
す
。
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
も
計
画

的
に
確
保
執
行
が
な
さ
れ
た
と
判
断
で
き
、
賛
成�

し
ま
す
。

私
は
、
そ
れ
が
機
能
し
、
議
会
が
本
来
の
役
割
を
果

た
し
た
も
の
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

即
日
、
町
長
は
、
滞
在
型
市
民
農
園
建
設
関
連
の

予
算
を
削
除
し
、
上
程
し
直
し
ま
し
た
。
そ
の
予
算

を
忠
実
に
執
行
し
た
22
年
度
決
算
に
対
し
て
、
反
対

す
る
道
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
様
の
代
弁
者
の
一
人
と
し
て
、
唯
一
注

文
を
つ
け
る
な
ら
ば
、
一
部
職
員
の
怠
慢
に
よ
り
町

民
が
不
快
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と

接
遇
を
肝
に
銘
じ
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る

よ
う
、
日
々
精
進
を
怠
ら
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

町
民
の
皆
様
が
頼
り
に
し
て
い
る
の
は
、
あ
な
た
方

で
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
、
私
は
平
成
22
年
度
多
古
町
決
算

に
賛
成
を
い
た
し
ま
す
。

賛
成

賛
成 反対討論

椎名義光議員
賛成討論

土井秀敏議員
賛成討論

所　一重議員

各
会
計
歳
入
歳
出
と
も

適
切
で
賛
成
で
き
る
も

の
で
す

基
金
は
景
気
対
策
・

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

使
う
べ
き
で
す

再
上
程
の
予
算
を
執
行

し
て
お
り
、
反
対
の
道

理
は
あ
り
ま
せ
ん

平成 22年度決算に対して 討論

工事中
（平成24年度開通目標）

神崎 IC

大栄 JCT

つくば中央 IC

稲敷 IC

（主）成田小見川鹿島港線 IC（仮称）

松尾横芝 IC

東金 IC・JCT

木更津東 IC

多古町

未着工区間

開通済み

圏央道の整備状況

銚子連絡道千葉東金道路

国道 296 号 IC（仮称）

木更津 JCT

東京湾アクアライン

平成 22 年度 平成 21 年度 ※早期健全化基準値 備　　考

実質赤字比率 － － 15.0 福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、
財政運営の悪化の度合いを示すもの。赤字がない場合は「－」を記載。

連結実質赤字比率 － － 20.0 
すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、
地方公共団体全体としての財政運営の悪化の度合いを示すもの。赤字がない場合は「－」
を記載。

実質公債費比率 7.8 8.8 25.0 借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を
示すもの。

将来負担比率 13.9 27.7 350.0 地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等
の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

特別会計の名称 資金不足比率（％） 備　　考
水道事業会計 － 資金不足なし

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較し
て指標化し、経営状態の悪化の度合いを示すもの。国保多古中央病院事業会計 － 資金不足なし

農業集落排水事業特別会計 － 資金不足なし

報告●平成 22 年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告

（単位：％）

※�言わば財政のイエローカードを示す基準で、これを超えると
「健全化計画」を策定し、自主改善を図らなければなりません。
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